３０年総括書作成に当たっての回答書
【　　　　　　教区・特区】（教区ビハーラ・教区内ビハーラ団体）
１. 教区内組織形態（該当に○）
1. ｢御同朋の社会をめざす運動｣(実践運動)に含まれる

2. 社会福祉推進協議会に含まれる

3. 教区の所属団体

4. 独自の活動

5. その他（　　　　　　　　　　　　　　）

２. 会 員 数　　
	男　性
	女　性

	２０歳未満　（　　　　名）
	２０歳未満　（　　　　名）

	２０代　　　（　　　　名）
	２０代　　　（　　　　名）

	３０代　　　（　　　　名）
	３０代　　　（　　　　名）

	４０代　　　（　　　　名）
	４０代　　　（　　　　名）

	５０代　　　（　　　　名）
	５０代　　　（　　　　名）

	６０代　　　（　　　　名）
	６０代　　　（　　　　名）

	７０歳以上　（　　　　名）
	７０歳以上　（　　　　名）

	　　　計（　　　　名）
	　　　　　計（　　　　名）


３. 僧侶・寺族・門信徒・その他の数
僧　侶(　　　　名)　　寺　族(　　　　名)
門信徒(　　　　名)　　その他(　　　　名)
※但し、寺族のうち僧籍のあるものは、僧侶に記入すること
４. コーディネーター的役割者の有無
（　　有　　・　　無　　）
※有とお答えの場合は、以下の項目にお答えください。

・人数（　　　　名）

・その役割は誰が担っていますか

（ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ　・　教区ビハーラ代表　・　教区事務担当　・　その他役職者）

５．教区ビハーラに在籍するビハーラ活動者養成研修会修了生の人数
　　　（　　　　　名）
６. ビハーラ会員に門徒推進員の有無　　　　（　　有　　・　　無　　）

※有とお答えの場合は、以下の項目にお答えください。

・人数（　　　　名）
７. 活動されている場所(自然災害に際する活動も含む)・施設並びに内容について

教区内のすべてのビハーラ関連団体（組単位や地域での活動団体等、教区で把握されているすべての団体）を調査対象としてください。
1 活動者数は団体の会員・ボランティアに関わらず、活動に携わっておられるすべての方をカウントしてください。複数の団体で活動される方も延べ人数にてご報告ください。
2  必要があれば適宜本紙をコピーのうえご報告ください。
回答例①【団 体 名】　　　　　　ビハーラ○○　　　　　　　　
［活動場所(施設名等) ］　　　特別養護老人ホーム○○○園　　　　　
［活動者数］　　１０　　人　　　　　［活動年数］　　１０　年
［活動頻度］年・月・週　　１　　回　
※年・月・週のいずれかに○印をつけてください
［活 動 者］僧侶・寺族・門信徒（門徒推進員・仏教婦人会・仏教壮年会）
・その他（　　　　　　地域協力者　　　　　　　　　　）
※複数回答可
［活動内容］※以下、行っていることすべてに○印をつけてください。
1．仏教儀礼や法話　2．仏教や死生観についての対話　3．カウンセリング全般(傾聴など)

4．身体的な介助　5．レクリエーション活動　6．ビハーラ活動に関する研修会への参加

7．在宅ケア　8．電話相談　9．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　）
回答例②【団 体 名】　　　　　　○○の会　　　　　　　　　　
［活動場所(施設名等) ］　　　各地震等の被災地　　　
［活動者数］　　２０　　人　　　　　［活動年数］　　１０　年

［活動頻度］年・月・週　１　回　

※年・月・週のいずれかに○印をつけてください
［活 動 者］僧侶・寺族・門信徒（門徒推進員・仏教婦人会・仏教壮年会）
・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
※複数回答可
［活動内容］※以下、行っていることすべてに○印をつけてください。
1．仏教儀礼や法話　2．仏教や死生観についての対話　3．カウンセリング全般(傾聴など)

4．身体的な介助　5．レクリエーション活動　6．ビハーラ活動に関する研修会への参加

7．在宅ケア　8．電話相談　9．その他（具体的に：　　災害ボランティア　　　　　）

　　　    　　　教区・特区                             No.        
【団 体 名】　　　　　　　　　　　　　　　　　　
［活動場所(施設名等)］　　　　　　　　　　　　　　　　　
［活動者数］　　　　　　人　　　　　［活動年数］　　　　　　年

［活動頻度］年・月・週　　　　回　

※年・月・週のいずれかに○印をつけてください
［活 動 者］僧侶・寺族・門信徒（門徒推進員・仏教婦人会・仏教壮年会）
・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
※複数回答可
［活動内容］※以下、行っていることすべてに○印をつけてください。
1．仏教儀礼や法話　2．仏教や死生観についての対話　3．カウンセリング全般(傾聴など)

4．身体的な介助　5．レクリエーション活動　6．ビハーラ活動に関する研修会への参加

7．在宅ケア　8．電話相談　9．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　）
【団 体 名】　　　　　　　　　　　　　　　　　　
［活動場所(施設名等)］　　　　　　　　　　　　　　　　　
［活動者数］　　　　　　人　　　　　［活動年数］　　　　　　年

［活動頻度］年・月・週　　　　回　

※年・月・週のいずれかに○印をつけてください
［活 動 者］僧侶・寺族・門信徒（門徒推進員・仏教婦人会・仏教壮年会）
・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
※複数回答可
［活動内容］※以下、行っていることすべてに○印をつけてください。
1．仏教儀礼や法話　2．仏教や死生観についての対話　3．カウンセリング全般(傾聴など)

4．身体的な介助　5．レクリエーション活動　6．ビハーラ活動に関する研修会への参加

7．在宅ケア　8．電話相談　9．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　）
８. 教区内のビハーラ関連団体での超宗教・超宗派やＮＰＯ団体との交流について
　　　　　　　　　                                  　　（　　有　　・　　無　　）
※有とお答えの場合は、その内容をご記入ください。



９. 教区ビハーラ内の活動の情報発信・情報共有について

　　1.会報誌
        
 　　 （ 　有　　/年    　回・　　無　　）
2.オリジナルリーフレット    
　　　 　（　　有　　・　　無　　）
　　3.ホームページ    
　　　　　　　　（　　有　　・　　無　　）
　　4.ハガキによる連絡　  　　　　  
　（　　有　　・　　無　　）
　　5.メールによる連絡　　　  　
      　 （　　有　　・　　無　　）
　　6.SNSによる発信（Twitter・facebookなど）（　　有　　・　　無　　）
　　7.SNSによる共有（LINEなど)  

　（　　有　　・　　無　　）
 　 8.その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

10. 教区における研修会・協議会・講座等の開催状況

・　　　　　　　　　　　　　　　　　（年　　　回）
・　　　　　　　　　　　　　　　　　（年　　　回）

・　　　　　　　　　　　　　　　　　（年　　　回）

・　　　　　　　　　　　　　　　　　（年　　　回）

・　　　　　　　　　　　　　　　　　（年　　　回）
11. その他特記すべき活動(箇条書)

12. 教区におけるビハーラ活動のこれからの課題(箇条書)


13. ご意見・ご要望等があれば、ご記入ください

以　　上
浄土真宗本願寺派　社会部〈社会事業担当〉


































【団 体 名】　　　　　　　　　　　　　　　　　　


【交流頻度】（年・月・週　　　　回）


※年・月・週のいずれかに○印をつけてください


【交流内容】


　　　　　











【団 体 名】　　　　　　　　　　　　　　　　　　


【交流頻度】（年・月・週　　　　回）


【交流内容】


　　　　　











【団 体 名】　　　　　　　　　　　　　　　　　　


【交流頻度】（年・月・週　　　　回）


【交流内容】


　　　　　











